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環境理念 

中工精機株式会社は、瑞浪市の中にあって周囲を自然のままの木々に囲まれた大変緑豊か 

な自然環境の中にあります。このすばらしい環境の中にあることに誇りを持ち環境に対す

る社員の意識を高め、地域の自然環境の保全及び物造りにおいて環境保全活動に積極的に

取り組んでまいります。 

 

環境方針 
中工精機株式会社は創業１９２４年ですが、今ほど環境のことがやかましく言われてい

ない頃より汚水処理装置・リサイクル粉砕機械を造り続けてまいりました。ガラスリサイ

クル装置の粉砕機械では各地域の中に徐々に浸透してきております。現在ではバイオ燃料

開発に寄与する粉砕機械の製作を目指し、地球規模で求められる環境リサイクル活動の隠

れた力となって行きたいと考えております。 
 以上の観点から、当社が製造するすべての製品において環境に影響する業務があること

を認識し、環境経営システムを構築し運用することにより、地球環境に優しい企業経営を

目指します。 
 
 
１． 当社に適用される法規制、当社が同意するその他の要求事項を遵守します。 
 
２． 環境経営システムを運用するに当たり、以下を目標に展開します。 
  

① 電力・燃料の消費に伴う二酸化炭素排出量を削減します。 
② 製品生産活動での廃棄物の削減、リサイクルを推進します。 
③ 水資源の節水とグリーン購入を促進します。 
④ 化学物質の管理・削減をします。 
⑤ 汚水処理装置、リサイクル用粉砕機械などの環境改善に 

寄与する製品の販売強化、開発に努める。 
 

３． 本方針を全社員に周知し環境経営システムの継続的改善を進めます。 
 
 
 
 
                         2010 年 9 月 1 日 
                         中工精機株式会社 
                       代表取締役 工藤 好功 
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１．会社の概要 
       
１）事業所名及び代表者氏名 

中工精機株式会社 
代表取締役社長 工藤 好功   

 
２）所在地 

 岐阜県：岐阜県瑞浪市日吉町字外田 5177 番地の 7  
       
３）環境管理責任者氏名及び連絡先 

環境管理責任者：三浦 優 
電 話: 0572-69-1025 

 ＦＡＸ: 0572-69-1027  
E-mail: ballmill@chukoh-seiki.com 

  
４）事業の規模 
       創業         ：  大正 14 年 4 月 
       設立         ：  昭和 17 年 12 月 

資本金       ： 2800 万円 
製品出荷額     ： 428 百万円（27 年度） 
従業員数      ： 25 人 (平成 28 年 10 月現在) 
工場面積      ： 14707 ㎡ 

 
５）事業内容 
       セラミック原料精製機械・汚水処理機械装置・ 

リサイクル粉砕機等設計製作、産業用機械の金属部品製造 
 

ﾁｭｰﾌﾞﾐﾙ粉砕機によるｶﾞﾗｽのﾘｻｲｸﾙ 
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  汚水処理ﾌｨﾙﾀｰﾌﾟﾚｽ 

                   
６）主要製品 

  粗粉砕機、微粉砕機、濾過・圧搾機・脱鉄機、ベルトコンベア   
      
７）主要設備 
      ・門型マシニングセンタ---1 台   ・門型五面加工機---1 台 
      ・ドリルセンター---1 台      ・立旋盤---3 台  

   ・旋盤---5 台           ・正面旋盤---2 台  
          ・フライス盤/ボール盤---6 台     ・セーパー---1 台 
          ・スロッター---2 台                ・横中ぐりフライス盤---1 台 
   

門型五面加工機               横中ぐりフライス盤 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  立旋盤               門型マシンニングセンター 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8）認証・登録の対象範囲 

対象組織：全組織 
対象活動：事業内容と同じ 
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                           作成日：平成 28 年 12 月 1 日 

ＥＡ２１ 組 織 図            作成者：工藤       

 
 （ＥＡ２１実施体制） 
 
 
 
                代表者 工藤社長 
 
 
                                                 三浦総務部長 
 
                                 
                              三浦  
 
 
 
 
        担当          担当         担当        

 三輪田         水野         桑原 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

環境管理 
責任者 

事務局 

総務部 製造部 営業部 
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役割・責任・権限 
 

 役割 担当者 責任・権限 

代表者 工藤社長 

環境方針を策定し、定期的に見直しを行い全従業員に 

周知する。 

環境管理責任者の任命を行い必要な権限を与える。 

環境経営システムの実施に必要な設備、費用、人的資源

の供給。 

環境管理責任

者 
三浦総務部長 

環境経営システムを構築し、実施、維持を行う。 

環境活動の取組結果を代表者に報告する。 

環境負荷、環境への取組の自己チェックの評価。 

環境活動についての従業員への周知徹底、啓発を行う。 

環境事務局 三浦総務部長 

環境管理責任者の補佐、EA21委員会の事務活動を行う。 

環境負荷、環境への取組の自己チェックの実施。 

環境目標、環境活動計画書の原案の作成を行う。 

環境関連法規等の取りまとめ、遵守状況の確認。 

環境活動レポートの作成及び外部への公開を行う。 

環境関連の外部コミュニケーションの窓口となる。 

担当 

三輪田 

水野 

桑原 

各部門における環境関連活動の実施、周知徹底を行う。 

各部門における環境活動目標の策定及び見直し。 

各部門における取組チェックの実施及び見直し。 

自部門の環境活動状況を環境管理責任者へ報告する。 
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 作成日：平成 25 年 9 月 1 日 
 作成者：田中 

２．環境目標 
   

①  環境目標は平成 24 年度（平成 24 年 8 月～平成 25 年７月）を基準年度とした。                
環境負荷の実績を年度基準として中期目標を設定しました。 

②  数値目標は基準年度から年度１％削減し、3 年後に 3％削減を目標としました。  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

目標 平成 24 年度実績 
基準年度 

平成 25 年度 
 削減目標（1％） 

平成 26 年度 
 削減目標（2％） 

平成 27 年度 
 削減目標（3％） 

二酸化炭素排出

量の削減 
（ｋｇ-CO2） 

 
100737 
(381.6) 

 
99730 
(377.8) 

 
98723 
(374.0) 

 
97715 
(370.2) 

廃棄物排出量の削減 

一般廃棄ゴミ 

（ｋｇ） 

 
1400.3 

 
1386.3 

 
1372.4 

 
1358.7 

廃棄物排出量の削減 

産業廃棄物 

（廃油、揮発性廃油） 

（ｋｇ） 

 
624 

 

 
617.8 

 

 
611.6 

 

 
605.5 

 

水使用量の削減 
（㎥） 

 
303 

 
300.0 

 
267.0 

 
294.0 

グリーン購入の

促進 
 

品目数の増加 
 

品目数の増加 
 

品目数の増加 
 

品目数の増加 

環境配慮製品の

提供 
 

開発促進 
 

 
開発促進 

 
開発及び 
販売促進 

 
開発及び 
販売促進 

有害化学物質の

適正管理 
 

適正管理 
 

適正管理 
 

適正管理 
 

適正管理 
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１）二酸化炭素排出量は、購入電力量、ガソリン・軽油・灯油・LPG の使用量の合計とし

ました。 
  

２）二酸化炭素排出量の（ ）内の数値は売上高原単位(100 万円当り)です。 
   
３）購入電力の排出係数は中部電力(平成20年度値0.455kg-CO2/Kwh)としました。 
 
４）廃棄物排出量は、事務部署から発生する可燃ごみ・不燃ごみ等の一般廃棄物と、 

生産現場から発生する廃プラスチックス等の産業廃棄物の合計としてあります。 
 
５）水使用量は上水使用のみで生活用水としてそのまま浄化槽へ貯水します。 
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作成日：平成 27 年 9 月 1 日 

作成者：三浦 
３．環境活動計画 

期間：平成 27 年度（平成 27 年 8 月～平成 28 年 7 月）、全社で取り組む 
 

 １）二酸化炭素排出量の削減 
  電気使用量の削減 
  Ａ）節電ステッカーの貼り付け 
  Ｂ）節電の実施（不要照明・不用換気扇ＯＦＦ） 
  Ｃ）エアコン温度管理の徹底 （冬季 20℃～22℃、夏季 26℃～28℃） 
  Ｄ）フィルターの交換・清掃 
  Ｅ）設備停止時の電源ＯＦＦ（設備Ａ．Ｂ．Ｃ．Ｄ棟） 
  Ｆ）設備稼働管理の徹底（コンプレッサーのエアー漏れ確認） 
  Ｇ）5Ｓ活動 
  Ｈ）照明のＬＥＤ化の検討 
 
  化石燃料の削減 
  Ａ）エコドライブの実施 
  Ｂ）アイドリングストップの実施 
  Ｃ）車両の運行管理の実施 
  Ｄ）車両の点検整備の実施 
  Ｅ）ボイラーの管理 
  Ｆ）暖房器具の管理 
  Ｇ）5Ｓ活動 
  Ｈ）エコ車導入の推進 
 
 ２）廃棄物排出量の削減 
  Ａ）分別ボックスの設置・ラベル添付 
  Ｂ）廃棄物分別の徹底 
  Ｃ）産業廃棄物者の選定・契約・運用 
  Ｄ）5Ｓ活動 
 
 ３）水使用量の削減 
  Ａ）節水ステッカーの貼付 
  Ｂ）手洗い節水の徹底 
  Ｃ）5Ｓ活動 
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４）グリーン購入の促進 
  Ａ）事務用品のグリーン購入実態調査 
  Ｂ）副資材のグリーン購入実態調査 
   
 
５）環境配慮製品の提供 
  Ａ）市場実態調査 
  Ｂ）リサイクル・太陽電池製造など環境保全業界への新規販売拡大 
  Ｃ）資材削減、工数削減による環境に優しい製品開発 
 
６）有害化学物質の適正管理 
  Ａ）有害物質保管場所の表示ラベルの貼付 
  Ｂ）MSDS の整備及び管理 
  Ｃ）5Ｓ活動 
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４． 環境目標の実績 
 

環境への取り組み実施期間は、平成 27 年の 8 月から平成 28 年の 7 月とし、 
平成 24 年度を基準年としたて目標の達成状況の結果です。 
比較実績を次表にしめします。 
実績 

 
H27 年度目標 
（H27.8～H28.7） 

H27 年度実績 
（H27.8～H28.7） 

基準年比 
増減（％） 

結果＊ 
○× 

二酸化炭素排出量 
  

97715 
(370.2) 

102892 
(240) 

105％ 
(65%) 

× 
（○） 

総
エ
ネ
ル
ギ
ー 

使
用
量 

 

電気使用量 
 （ｋＷｈ） 

 
164064.7 

 
  149130.0 

 
90％ 

 
〇 

ガソリン、軽

油、灯油 
  （ℓ） 

 
9755.9 

 
 13109.3 
 

 
134% 

 
× 

廃棄物排出量  
一般廃棄ごみ 
（ｋｇ） 

 
1358.7 

 
  1109.0 

 
81％ 

 
○ 

廃棄物排出量  
産業廃棄物 
（ｋｇ） 

 
605.5 

 
900.0 

 

 
  148％ 

 
× 

水使用量 
 （㎥） 

   
294.0 

 
   292 

 
99％ 

 
○ 

グリーン購入の 
促進 

 
品目数の増加 

 
品目数の増加 

 
実施 

 
○ 

環境配慮製品の 
提供 

 
開発及び 
販売促進 

 
開発及び 
販売促進 

 
実施 

 
○ 

有害化学物質の 
適正管理 

 
適正管理 

 
適正管理 

 
実施 

 
○ 

 
*削減目標値（-２％以下）を達成した場合は○、未達成の場合は×と表示していま

す。 
*二酸化炭素排出量の（ ）内の数値は売上高原単位(100 万円当り)です。 
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５．環境活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容 
 

１）二酸化炭素排出量 
   総排出量は 27 年度目標値に対して増加しましたが、原単位では大幅に達成しま

した。これは業績が伸びたことによるものと考えられます。電気は前年より減

少しておりますが、ガソリン使用量等化石燃料も増加しております。エコ車へ

の買換えもありますが、全社員に環境及び資源使用に対する取組みの意識が向

上していることの表れだと思われます。 
   今年度は水銀灯の LED 照明の切換えを促進、実施し、工場内の水銀灯をすべて

LED 照明に変更しました。生産効率の向上、5S 活動の徹底をはかりエネルギ

ー使用量の更なる削減を目指します。今後地球温暖化により気温の上昇が懸念

されます。どのように対応していくべきかが最重要課題であると考えます。 
 
２）廃棄物排出量                                       
   排出量は一般ごみについては約 81％と削減しましたが、産業廃棄物は約 48%増

加してしまいました。これは今年度の生産量が増加したことに伴い廃棄物も連

動して増加したことに起因すると思われます。                                    
   売上高をかんがみて考えればごみ排出量もむしろ減少していますが、絶対的な 
   数字も減らすべくより一層の副資材使用の効率化や、簡易包装の商品の購入な

どを進めていくよう努力します。 
 
３）水使用量 

  使用量は目標に対し 1 
 
％減と目標達成しました。 

水使用量については、社員の環境意識向上により、エコアクション取組以来使

用量は減少傾向にあります。 
社員の意識的な節水活動による使用量削減が結果として数字に現れてきていま

し。 
更なる使用量削減について、会社全体としてもう一歩踏み込む節水に取り組ん

でいきます。 
 

４）グリーン購入の促進 
平成 27 年度には事務用品等のグリーン購入適合品の比率を高めていくよう努力

しました。 
生産品及び副資材等については品質、取引先からの要望、適合品の選択肢の狭さ

などの問題もあり、グリーン購入適合品を選択するということは難しい面があり
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ますので、どうしても事務用品等一般的なものを購入するにとどまることになり

がちですが選択肢のあるものについてはグリーン購入品、または再生品等を購入

するように努めたいと思います。 
 

５）環境配慮製品の提供 
環境配慮製品については、太陽電池製造・汚泥処理などの環境改善業界への販売 
拡大に力を入れるべく市場調査及び営業活動を行い、同時に設計において

VA/VE を行い、弊社同等製品に比較し使用資材の減少及び工数の削減によるエ

ネルギーの節減を行いました。 
VA/VE や工数の削減については電気使用量の毎年度の削減に成功していること

などから成果が出ているものと考えています。 
また、環境改善業界への販売拡大も営業活動の強化という形で行っております。 
来年度も営業目標の実現、及び製造過程の工数、資源の削減などでの環境改善へ

の努力を続けていきます。 
 
 
６）有害物質の適正管理 

MSDS の整備及び管理は問題なく続行中で、管理場所の管理も出来ています。 
今後とも適正な管理を続けていきます。 
また、社員への有害物質取扱いへの教育、意識向上にも続けて努力いたします。 
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６．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 
 

環境関連法令は下記表に当社が適用する法令等として取りまとめました。 
Ｎo 環境関連法令等 サイトへの適用性 遵守評価 

1 消防法 少量危険物貯蔵 遵守 

2 廃棄物処理法（廃掃法） 産廃排出事業者 遵守 

3 フロン排出抑制法 業務用エアコン設置 遵守 

4 浄化槽法 浄化槽設置 遵守 
5 騒音規制法 空気圧縮機使用 遵守 
6 振動規制法 空気圧縮機使用 遵守 
７ 悪臭防止法 小型ボイラー設置 遵守 
８ 高圧ガス保安法 アセチレンボンベ使用 遵守 
９ ＰＣＢ廃棄物特措法 ＰＣＢ適正保管 遵守 

環境関連法令等の遵守状況を確認したところ、関係当局からの違反、環境に関する 
苦情、訴訟等の指摘はありませんでした。 
なお、過去 3 年間とも環境に関する違反、苦情、訴訟等の指摘はありませんでした。 
 
 

７．代表者による全体の評価と見直しの結果 
円安によるエネルギー価格の高騰が会社経営や個人の生活にも影響を及ぼして 
います。 
会社の売り上げ目標を上げれば電気量、廃棄物排出量の増加は必然ですが、生産 
効率の向上、すべての無駄を排除することで各目標の削減数値以上努力いたし 
ます。 

 
以上 


